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東
北
中
央
自
動
車
道
（
相
馬
福

島
道
路
）
の
早
期
完
成
と
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
﹃
桑
折
﹄
の
名

称
を
求
め
る
桑
折
町
民
総
決
起
大

会
が
１
月
29
日
に
行
わ
れ
、
多

く
の
来
賓
を
迎
え
て
、
町
民
約

２
０
０
人
が
道
路
開
通
へ
の
思
い

を
ひ
と
つ
に
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
髙
橋
町
長
が
「
昨

年
末
﹃
桑
折
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹄

の
名
称
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
を

契
機
に
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

も
﹃
桑
折
﹄
の
名
称
が
用
い
ら
れ

る
よ
う
、
ま
た
早
期
完
成
を
求
め

て
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
声
を
届
け
て
ま
い
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
福
島
河

川
国
道
事
務
所
か
ら
相
馬
福
島
道

路
と
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
О
東
日
本
か
ら

桑
折
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
工
事
進
捗
状
況
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

大
会
決
議
で
は
、
道
路
の
早
期

完
成
の
ほ
か
、（
仮
称
）
国
道
4
号

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
﹃
桑
折
﹄

の
名
称
を
用
い
る
こ
と
が
町
民
の

皆
さ
ん
の
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ

れ
、
発
起
人
の
会
佐
藤
久
仁
夫
会

長
と
片
平
秀
雄
顧
問
か
ら
髙
橋
町

長
へ
決
議
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

1_ 相馬福島道路「桑折高架橋」の完成イメージ図
2_ 発起人会渋谷浩一副会長より大会決議を発表
3_ 発起人会片平秀雄顧問のがんばろう三唱で心ひ
とつに　4_ 発起人会から町長に決議書が渡される
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相馬福島道路桑折町民総決起大会
早期開通を願って心ひとつに

32

行政連絡員連合会研修会
新庁舎建設について理解深める

回覧日に、各ご家庭に新庁舎建設
に関する最新情報が掲載された
「新庁舎NEWS」を配布していま
す。ぜひご覧ください。

Q＆A ◉研修会でいただいた主な質問にお答えします

　こんなイメージの看板が高速道路な
どに掲げられるのでしょうか。「桑折
JCT」の名称を得たことで、さらに全
国的に広く「桑折」をアピールできる
ことが期待されます。

！

　

平
成
33
年
度
に
開
庁
予
定
の
役

場
新
庁
舎
に
関
す
る
連
合
会
研
修

会
が
１
月
29
日
、「
イ
コ
ー
ゼ
！
」

で
開
か
れ
、
行
政
連
絡
員
や
町
内

会
会
員
の
皆
さ
ん
ら
約
１
１
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
連
合
会
で
は
、
南
会

津
町
の
新
庁
舎
の
視
察
な
ど
、
新

庁
舎
建
設
へ
の
理
解
を
深
め
て
き

ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
新
庁

舎
の
実
施
設
計
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
基
本
理
念
を
再
確
認

し
、
町
全
体
で
認
識
を
共
有
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
役
場
職
員
か
ら
「
町
民

に
寄
り
添
い
、
頼
り
に
さ
れ
る
役

場
に
ふ
さ
わ
し
い
庁
舎
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
現
在
の
課
題
を
踏

ま
え
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
た
、
基
本
理
念
や
各
フ
ロ
ア
の

機
能
、
今
後
の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
か
ら
庁
舎
の
詳
細
に
関
す
る

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
来
年
度
、
町
内
4
地

区
で
、
実
施
設
計
説
明
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
後
日
改
め
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

1_ 新庁舎完成イメージ図　2_ 会終了後も、町職員
が参加者の疑問にお答えしました　3_ 研修会中の
質疑応答　4_ 多くの町内会の皆さんで、新庁舎建
設に向けての認識を共有しました

通常時に使う東側階段だけでなく、非常時には
西側階段を開放し、避難経路を確保します。ま
た、屋内外の消火栓設備の配置により、万が一
の火災等に備えます。

非常階段や消火栓を配置します

新庁舎では、休日や平日閉庁後にも町民の皆さ
んがご利用いただけるように、町民ロビーを開
放する予定です。そのため、安全対策として、
防犯カメラの設置や夜間警備、執務室への入室
制限などの対応を計画しています。

警備体制を検討しています
庁舎内のセキュリティ対策は？
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Interview

　復興支援道路である相馬福島道路については、平成32年度
の開通に向けて、工事が順調に進み、早期開通の期待も一層高
まっているところであります。相馬福島道路は、広域的な交流
により、観光の効果や移動時間の短縮など、多くの効果が期待
されています。また、インターチェンジの名称に「桑折」の名

町民一丸となって「桑折」の名を全国へ

を用いてもらうことにより、桑折町の名を全国的に
知っていただく絶好のチャンスでもあります。
　そのためにも、町民が一丸となり、関係機関に
要望していかなくてはならないと思って
います。この総決起大会を契機に、さら
に力強く要望していく覚悟です。

発起人会会長　佐藤 久仁夫さん

情報発信中！
発
行
し
て
ま
す

第
1
・
3
水
曜

『新庁舎NEWS』 question

question

01

02

1
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町民ロビー 

③確定申告                ④イベント時休憩スペース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※毎年2月～3月の確定申告に利用     ※屋外イベント時の休憩や軽食持込に利用 

 

⑤小講演                 ⑥町民作品展示（展示・休憩） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小規模講演会場に利用          ※文化団体による自主的作品展示に利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申告 

会場 

1階平面図 

休憩 

スペース 

出入口 

会場 

休憩 

展示 

③

※毎年2

⑤小講演講演講

※小規小規小 模規模規 講演講演講 会演会演 場会場会

 

発行：総務課新庁舎整備室  ☎024-582-2111 ／ 発行日：平成 31年 1月 23日    

 新庁舎敷地の開発許可申請を県に提出               

新庁舎に関する敷地造成等について、昨年

12 月末、都市計画法に基づく開発許可申請を、

県の県北建設事務所に正式に提出しました。 

敷地造成については、造成設計事業者との協

力のもと、景観や土壌に関する届出等について

も、併せて手続きを進めています。 

2 月中頃に予定される開発許可後は、3 月末

及び新年度へ向け、敷地盛土/切土、調整池設

置等の造成工事を順次実施していく予定です。 

庁舎建物の建築確認についても、2 月からの

最終事前協議に向け準備を進めており、3 月中

に確認申請を提出する予定です。 

 

気軽に集える、コミュニティの場となる庁舎とするため、新庁舎 1 階東側の町民ロビーについて

は、休憩・期日前投票を始め、町民の皆様にご利用いただけるスペースとして考えております。 

①通常時（広報・休憩）          ②期日前投票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

※広報コーナーや、来庁者の休憩に利用   ※各種選挙時の期日前投票所として利用 

敷地造成/外構の流れ 

Ｈ29 

年度 

 

Ｈ30 

年度 

 

Ｈ30 

年度

～ 

 

Ｈ32 

年度 

開
発
許
可
事
前
相
談 

造
成
等
基
本
計
画 

開
発
許
可
本
申
請 

造
成
等
設
計 

造
成
工
事 

外
構
工
事 

 

新庁舎コラム 新庁舎の 6 つの理念⑧ 

「理念６/町民集いの場となる庁舎」：②町民ロビーの多目的利用 

～基本計画・基本設計の6 つの理念に沿って、新庁舎建築設計の詳細をご紹介します～ 

桑折町 

新庁舎建設 

 
No. 

２７ 

 

投票 

スペース 

休憩 

休憩 

スペース 

H O T N E W S

「桑折ジャンクション」決定！

東京

米沢

桑折JCT

福島JCT

相馬

※イメージ図
地震や火災等への対応は？

7 広報こおり 平成31年2月号 6広報こおり 平成31年2月号

町ホームページでは
バックナンバーも
閲覧できます！

相馬福島道路
SOMA-FUKUSHIMA
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pick up まちのニュース

桑
折
町
消
防
団
出
初
式

町
民
の
生
命
と
財
産
守
る
決
意
新
た
に

空
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

専
門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

◀
空
家
を
活
用
し
た
住
ま
い
づ
く
り
や

　
他
市
町
村
の
空
家
活
用
事
例
を
紹
介

「
第
65
回
文
化
財
防
火
デ
ー
」

旧
伊
達
郡
役
所
で
放
水
訓
練

▶
気
を
引
き
締
め
て
、
訓
練
に
臨
む
参

　
加
者
た
ち

　

町
文
化
財
防
火
訓
練
が
1

月
20
日
、
旧
伊
達
郡
役
所
で

行
わ
れ
、
町
、
消
防
団
、
伊

達
地
方
消
防
組
合
、
文
化

財
関
係
団
体
、
住
民
等
約

１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
訓
練
は
、
2
階
バ
ル
コ

ニ
ー
か
ら
の
出
火
を
想
定
。

避
難
誘
導
や
放
水
訓
練
、
住

民
に
よ
る
消
火
器
を
使
用
し

て
の
消
化
訓
練
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

高
橋
町
長
は「
文
化
財
は
、

歴
史
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
上
で
も
、

後
世
へ
守
り
伝
え
る
こ
と
は

私
達
の
責
務
」
と
挨
拶
。
参

加
者
は
町
民
共
有
の
財
産
を

火
災
・
災
害
か
ら
守
る
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

「
桑
折
町
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

町
歩
き
の
お
供
に
ぴ
っ
た
り
の
一
冊
に

桑
折
町
ロ
ゴ
マ
ー
ク
ピ
ン
バ
ッ
ジ

好
評
販
売
中

▶
職
場
や
チ
ー
ム
、
各
団
体
で
揃
え
て
、

　
み
ん
な
で
桑
折
町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う

　

桑
折
町
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

あ
し
ら
っ
た
ピ
ン
バ
ッ
ジ
の

一
般
販
売
を
1
月
21
日
よ

り
開
始
し
ま
し
た
。
1
個

７
０
０
円
。
縦
２
・
７
㌢
、

横
０
・
８
㌢
の
大
き
さ
で
、

ス
ー
ツ
の
襟
元
等
に
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
付
け
ら
れ
ま

す
。
子
ど
も
の
リ
ュ
ッ
ク
等

に
付
け
て
も
可
愛
い
で
す
。

　
「
桑
折
町
民
の
あ
た
た
か

さ
（
ピ
ン
ク
）」、「
桃
（
薄

い
ピ
ン
ク
）」、「
蛍
の
光
（
黄

色
）」、「
半
田
山
な
ど
の
自

然
（
緑
）」
を
表
し
た
マ
ー

ク
で
、
さ
ら
に
町
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
購
入
場
所
・
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課 

広
報
広
聴
係

☎
５
８
２　

２
１
１
５

▶
寒
空
の
中
、
威
風
堂
々
の
行
進
を
披
露

　
し
、
統
監
が
観
閲
し
ま
し
た

所
　
属

階 

級

氏
　
名

1
分
団

1
部

団 

員

佐
藤
年
彦

1
分
団

3
部

団 

員

浅
野
正
裕

2
分
団

1
部

班 

長

佐
藤
　
仁

2
分
団

2
部

団 

員

橘
内
　
睦

3
分
団

2
部

団 

員

宮
田
健
介

3
分
団

3
部

班 

長

古
山
要
一

4
分
団

1
部

団 

員

穂
積
敏
幸

4
分
団

3
部

団 

員

小
野
和
広

■
桑
折
Ｌ
Ｃ
会
長
表
彰
（
敬
称
略
）

　

桑
折
町
消
防
団
の
出
初
式
が

1
月
6
日
、
佐
藤
富
博
団
長
以

下
、
団
員
約
２
０
０
人
の
参
加

で
行
わ
れ
、
防
火
・
防
災
へ
取

り
組
む
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
式
典
会
場
の
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
へ
向
け
て
、
団

員
と
消
防
車
両
14
台
で
市
中
行

進
。ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
の
も
と
、

団
員
ら
は
防
火
の
願
い
を
込
め

て
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
、
勇
壮

な
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

統
監
（
町
長
）
に
よ
る
通
常

点
検
後
開
始
し
た
式
典
で
は
、

全
員
で
殉
職
さ
れ
た
団
員
に
対

す
る
黙
と
う
や
消
防
団
綱
領
の

斉
唱
を
行
い
、
町
長
式
辞
、
団

長
訓
示
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
式
典
の
席
上
、
優
良
団

員
に
対
し
桑
折
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
鈴
木
キ
ヨ
子
会
長
）
か

ら
徽
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
は
表
の
と
お
り
で
す
。 

　

空
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
・
講

演
会
・
相
談
会
が
1
月
27
日
、

「
イ
コ
ー
ゼ
！
」
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

建
築
・
不
動
産
業
の
専
門

家
を
講
師
に
招
き
、
近
年
増

加
を
続
け
る
空
家
の
現
状
と

そ
れ
に
よ
っ
て
起
こ
る
問

題
、
空
家
を
所
有
・
活
用
し

て
い
く
上
で
必
要
な
情
報
等

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た

約
40
人
の
参
加
者
は
、
自
分

が
抱
え
る
空
家
問
題
を
ど
の

よ
う
に
解
決
す
る
べ
き
か
、

講
演
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
町
内
の
専
門

家
に
よ
る
相
談
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
参
加
者
一
人
ひ
と

り
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
に
対
応
し

ま
し
た
。

　

町
の
魅
力
と
最
新
情
報
が
満

載
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
完

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
も
サ
イ
ズ
が

大
き
く
な
り
、
デ
ザ
イ
ン
も
一

新
。
以
前
掲
載
が
な
か
っ
た
町

内
の
飲
食
店
な
ど
を
紹
介
す
る

ペ
ー
ジ
や
、
手
作
り
体
験
の
紹

介
コ
ー
ナ
ー
が
新
た
に
設
け
ら

れ
、
町
歩
き
の
お
供
に
ぴ
っ
た

り
の
一
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

完
成
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

は
、
町
内
の
関
係
施
設
や
、
全

国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
仙
台
市
地
下
鉄
の
主
要
駅

に
も
設
置
さ
れ
、
桑
折
町
の
情

報
と
魅
力
を
発
信
し
、
町
へ
の

誘
客
を
図
り
ま
す
。

■
配
布
場
所
・
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
商
工
観
光
推
進
室

☎
５
８
２　
２
１
２
６

　

第
64
回
福
島
県
市
町
村
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

広
報
紙
部
門
で
「
広
報
こ
お

り
12
月
号
」
が
入
選
（
２
位
）

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

12
月
号
で
は
、
認
知
症
を

テ
ー
マ
に
、
認
知
症
の
症
状

や
町
の
取
り
組
み
を
紹
介
。

介
護
体
験
者
や
町
内
の
介
護

施
設
職
員
の
生
の
声
を
取
り

上
げ
、
認
知
症
問
題
を
身
近

福
島
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

「
広
報
こ
お
り
」
3
年
連
続
入
選

に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

紙
面
を
作
り
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
も
、
日
頃
よ
り

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。

「
今
回
の
特
集
良
か
っ
た
よ
」

「
編
集
後
記
読
ん
で
る
よ
」

な
ど
い
つ
も
あ
た
た
か
い
ご

支
援
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◀
２
月
中
旬
に
福
島
県
庁
で
表
彰
式
が
行

　
わ
れ
ま
す

9 広報こおり 平成31年2月号 8広報こおり 平成31年2月号

今回のリニューアル
で新たに「グルメ情
報」や「桑折の逸品
紹介」のページがで
きました。ぜひご覧
ください！


